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連 絡 先

　当社は人工衛星や航空機搭載合成開口レーダ（SAR）

を基盤技術とし、各種レーダの開発製造をしています。

SARは衛星や航空機に搭載され電波で地表面を観測す

るレーダです。夜間や雨天、曇天でも鮮明な地表面の画

像を得ることができます。

　今回受賞した「衛星搭載SARの軌道上画像化装置」

は、人工衛星搭載のSARデータを軌道上（宇宙）で画像

化する装置です。　

　通常、衛星SARで観測したデータは、地上局の上空に

来たタイミングで地上に伝送され、画像化処理が行わ

れて判読可能な画像になります。データ量が非常に大き

く転送時間がかかることや、データを受信する地上局数

には限りがあるため、観測後、利用者に画像が提供され

るのに、最短でも数時間から半日程度の時間が必要で

した。

　本装置は、従来、地上の高速コンピュータで行ってい

たSARの画像化処理を宇宙で行います。SAR処理の処

理アルゴリズムをハードウェア（FPGA）上に実装するこ
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とで、世界で初めて衛星搭載用の高速SAR処理装置を実

現しました。

　画像化されたSARデータは、画像切り出しや画像圧縮

が可能となり、データ量を大幅に削減できます。そのた

め、地上局経由の伝送タイミングを待つことなく、衛星間

通信により衛星経由で、地上に伝送が可能になり、数分

前の観測画像を利用者が見ることができ、今までにない

全く新しい利用法が生まれます。
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